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梅花宴の万葉歌碑を巡る

～令和に寄す～

　
　
　
　
　
　
　

一　

は
じ
め
に

二
〇
一
九
年
五
月
一
日
、
第
一
二
六
代
徳
仁
天
皇
の
御
即
位
と
と
も
に

「
令
和
」
の
時
代
が
幕
を
開
け
た
。『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
最
初
の
元
号

で
あ
る
「
大
化
」（
六
四
五
年
）
か
ら
数
え
て
二
四
八
番
目
の
元
号
と
な

る
。
出
典
と
な
っ
た
『
万
葉
集
』
巻
五
「
梅
花
歌
卅
二
首
」
の
序
文
は
、

「
天
平
二
年
（
七
三
〇
年
）
正
月
十
三
日
（
太
陽
暦
の
二
月
八
日
頃
）」
に

大
宰
帥
大
伴
旅
人
（
六
六
五
年
～
七
三
一
年
、
当
時
六
六
歳
）
の
館
で
開

か
れ
た
花
宴
で
「
園
梅
」
を
題
に
詠
ま
れ
た
三
十
二
首
の
歌
に
附
さ
れ
た

一
一
七
文
字
か
ら
成
る
四
六
駢
儷
体
の
漢
文
で
あ
る

1

。
梅
花
宴
は
、
中

国
東
晋
の
書
家
王
羲
之（
三
〇
七
年
頃
～
三
六
五
年
頃
）が
、
会か

い
け
い稽

内だ

い

し史（
会

稽
郡
の
長
官
）
で
あ
っ
た
三
五
三
年
の
上
巳
節
（
三
月
三
日
）
に
浙
江
省

会
稽
山
近
く
の
蘭
亭

2

に
孫
綽
や
謝
安
を
は
じ
め
と
す
る
文
人
や
友
人
、

一
族
な
ど
四
十
一
名
を
招
き
催
し
た
「
流

り
ゅ
う
し
ょ
う

觴
曲
水
の
宴
」
の
詩
宴
に
倣

い
催
さ
れ
た
新
年
の
歌
宴
と
い
わ
れ
、
西
海
道
の
九
国
二
島
諸
国
の
国
司

な
ど
十
一
名
と
大
宰
府
官
人
ら
二
十
名
（
笠
沙
弥
を
含
む
）
の
計
三
十
一

名
を
招
い
て
催
さ
れ
た
。
梅
花
宴
で
詠
ま
れ
た
歌
に
は
、
作
者
の
氏
の
一

部
が
省
か
れ
て
い
る
歌
や
、官
職
名
の
記
載
が
な
い
歌
な
ど
も
あ
る
た
め
、

全
て
の
参
席
者
が
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
概
ね
次
の
人
々
と
比
定

さ
れ
て
い
る

3

。

【
大
宰
府
】
紀
男
人
（
大
弐
）、
小
野
老
（
少
弐
）、
粟
田
上
カ

（
少
弐
）、

沙
弥
満
誓
（
官
名
記
載
な
し
）、大
伴
百
代
（
大
監
）、阿
氏
奥
島
（
少
監
）、

土
師
百
村
（
少
監
）、
史
氏
大
原
（
大
典
）、
山
口
若
麻
呂
（
少
典
）、
丹

氏
麻
呂
（
大
判
事
）、
張
福
子
（
薬
師
）、
荒
氏
稲
布
（
神
司
）、
小
野
淑

奈
麻
呂
（
大
令
史
）、
田
氏
肥
人
（
少
令
史
）、
高
氏
義
通
（
薬
師
）、
磯

氏
法
麻
呂
（
陰
陽
師
）、
志
紀
大
道
（
算
師
）、
土
師
水
道
（
官
名
記
載
な

し
）、
小
野
国
堅
（
官
名
記
載
な
し
）、
小
野
田
守
（
官
名
記
載
な
し
）

【
筑
前
】
山
上
憶
良
（
筑
前
守
）、佐
伯
直
子
首
（
筑
前
介
）、田
辺
真
上
（
筑

前
目
）、
門
部
石
足
（
筑
前
掾
）

【
筑
後
】 

井
大
成
（
筑
後
守
）

【
豊
後
】
大
伴
三
依
カ

（
豊
後
守
）

【
薩
摩
】
高
氏
海
人
（
薩
摩
目
）

【
大
隅
】
榎
氏
鉢
麻
呂
（
大
隅
目
）

【
壱
岐
】
板
茂
安
麻
呂
（
壱
岐
守
）、
村
氏
彼
方
（
壱
岐
目
）
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【
対
馬
】
高
向
村
主
老
（
対
馬
目
）

こ
れ
に
主
催
者
で
あ
る
大
伴
旅
人
（
大
宰
師
）
を
加
え
た
計
三
十
二
名

が
梅
花
宴
に
参
席
し
歌
を
披
露
し
て
い
る
。

　

六
朝
風
の
漢
文
で
書
か
れ
た
序
文
は
、江
戸
前
期
の
国
学
者
契
沖
が『
万

葉
代
匠
記 

初
稿
本
』
に
お
い
て
、「
義
之
か
蘭
亭
記
の
開
端
に
、
永
和
九

年
歳
在
二

癸
丑
一

、
暮
春
之
初
會ス
二

于
會
稽ノ

山
陰ノ

之
蘭
亭ニ
一

。
脩
セ
ン
ト
セ
リ

禊

事
ヲ

也
。
こ
の
筆
法
に
な
ら
へ
り
と
み
ゆ
。

4

」
と
、
蘭
亭
の
詩
宴
で
競

作
さ
れ
た
二
十
七
編
の
漢
詩
を
編
ん
だ
『
蘭
亭
集
』
の
序
文

5

を
下
敷
き

に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
王
勃
・
駱
賓
王

ら
に
よ
り
初
唐
に
作
ら
れ
た
詩
序
の
文
体
・
表
現
・
用
字
に
基
づ
く
と
こ

ろ
が
多
い
。「
令
和
」
の
直
接
の
典
拠
と
な
っ
た
「
初
春
令
月
、気
淑
風
和
」

の
部
分
も
、
同
じ
く
『
万
葉
代
匠
記 

初
稿
本
』
で
、『
文
選
』
巻
十
五
の

賦
篇
に
載
る
張
衡
（
七
八
年
～
一
三
九
年
）
の
「
帰き

で

ん

の

ふ

田
賦
」
に
見
え
る
「
仲

春
令
月
、
時
和
気
清
」
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
序
文
全
体
は

複
数
の
漢
籍
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ら
を
背
景
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。

序
文
と
歌
宴
で
詠
ま
れ
た
三
十
二
首
の
歌
は
、
同
年
四
月
六
日
に
平
城

京
に
い
る
旅
人
の
友
人
吉
田
宜

6

に
送
ら
れ
て
い
る
。
七
月
十
日
付
の
宜

の
返
書
に
は
「
…
兼
奉
二

垂
示
一

、
梅
苑
芳
席
、
群
英
摛
レ

藻
、
松
浦
玉
潭
、

仙
媛
贈
レ

答
、
類
二

杏
壇
各
言
之
作
一

、
疑
二

衡
皐
税
駕
之
篇
一

。
耽
読
吟
諷
、

威
謝
歓
怡
。
…
」
と
、
旅
人
か
ら
送
ら
れ
た
歌
々
を
耽
読
吟
諷
し
よ
ろ
こ

び
、
感
謝
す
る
心
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
併
せ
て
「
諸
人
の
梅
花
の
歌

に
和こ

た

へ
奉
る
一
首
」
と
題
し
た
次
の
歌
を
旅
人
に
届
け
て
い
る

7

。

①
後お

く

れ
居ゐ

て
長な

が
こ
ひ恋

せ
ず
は
み
園そ

の

生ふ

の
梅
の
花
に
も
な
ら
ま
し
も
の
を

（
巻
五
、 

八
六
四
番
）

ま
た
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
大
宰
府
に
あ
る
旅
人
を
思
い
「
君
を
思
ふ

こ
と
未
だ
尽
き
ず
、
重
ね
て
題し

る

す
歌
二
首
」
と
題
す
る
次
の
二
首
も
併
せ

て
贈
っ
て
い
る
。

②
は
ろ
は
ろ
に
思
ほ
ゆ
る
か
も
白し

ら
く
も雲

の
千ち

へ重
に
隔
て
る
筑つ

く

し紫
の
国
は

（
巻
五
、 

八
六
六
番
）

③
君
が
行
き
日け

長
く
な
り
ぬ
奈な

ら良
路ぢ

な
る
山し

斎ま

の
木こ

だ

ち立
も
神か

む

さ
び
に

け
り
（
巻
五
、 

八
六
七
番
）

現
在
太
宰
府
市
内
に
は
四
十
四
基
（
二
十
八
首
）
の
万
葉
歌
碑
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
梅
花
歌
の
歌
碑
は
十
一
基
（
七
首
）
存
在
す
る
8

。

順
に
た
ず
ね
て
み
た
い
。

梅花歌卅二首の序
 西本願寺本萬葉集（お茶の水図書館蔵）
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梅
花
宴
の
最
初
の
八
首
（
八
一
五
番
歌
～
八
二
二
番
歌
）
は
、
五
位
以

上
の
来
賓
七
名
と
宴
の
主
催
者
で
あ
る
大
伴
旅
人
の
詠
歌
で
、
お
お
よ
そ

位
階
の
順
に
歌
が
並
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
参
席
者
の
な
か
で
最
も
位
階

が
高
い
旅
人
（
正
三
位
）
は
主
催
者
で
あ
る
た
め
、
そ
の
詠
歌
は
来
賓
七

名
の
詠
歌
の
次
に
置
か
れ
て
い
る
。こ
の
後
に
六
位
以
下
の
詠
歌
が
続
く
。

梅
花
宴
の
舞
台
と
な
っ
た
旅
人
邸
の
場
所
は
定
か
で
な
く
、「
坂
本
八

幡
宮
一
帯
」「
月
山
東
地
区
官
衙
跡
」「
大
宰
府
条
坊
榎
社
・
客
館
周
辺
」

の
三
箇
所
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
坂
本
八
幡
宮
（
太
宰
府
市

坂
本
三
丁
目
）
を
蔵
司
方
面
へ
少
し
下
っ
た
沿
道
脇
（
大
宰
府
政
庁
跡

西
側
）
に
梅
と
桜
の
木
が
植
栽
さ
れ
た
原
野
が
あ
り
、
そ
の
木
立
の
中

に
「
正む

つ

き月
立
ち
春
の
来き

た

ら
ば
か
く
し
こ
そ
梅
を
招を

き
つ
つ
楽
し
き
終を

へ
め

（
巻
五
、 

八
一
五
番
）」
の
歌
碑
が
建
つ
。
高
さ
二
．
二
ｍ
、
幅
一
ｍ
の
自

然
石
の
形
を
活
か
し
た
青
々
と
し
た
立
派
な
伊
予
青
石
が
台
石
の
上
に
据

え
ら
れ
て
お
り
、
背
後
に
は
梅
の
木
が
植
え
て
あ
る
。
こ
の
歌
碑
は
平
成

十
七
年
十
月
の
建
立
で
、
揮
毛
者
は
一
九
九
五
年
～
二
〇
〇
七
年
ま
で
太

宰
府
市
長
を
務
め
た
佐
藤
善
郎
氏
（
元
福
岡
市
教
育
長
）
で
あ
る
。
濃
淡

の
色
の
変
化
が
美
し
い
凹
凸
の
あ
る
石
の
表
面
に
墨
入
れ
を
し
て
い
な
い

端
正
な
楷
書
の
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
歌
碑
の
表
面
の
写
真
の

後
に
銘
文
と
原
文
（
銘
文
が
原
文
の
場
合
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
読
み
下

し
文
）
を
銘
文
と
同
様
の
体
裁
の
分
か
ち
書
き
で
記
す

9

。

八
一
五
番
歌
は
歌
宴
第
一
番
目
の
歌
で
、
作
者
は
神
亀
五
年
（
七
二
八

年
）
に
大
宰
大
弐
（
大
宰
府
次
官
・
正
五
位
上
相
当
官
）
と
な
っ
た
紀
男

人
と
さ
れ
る
。
参
席
者
の
う
ち
主
催
者
の
旅
人
に
次
ぐ
高
官
で
あ
る
男
人

は
こ
の
宴
の
主
賓
で
あ
り
、
最
初
に
開
宴
の
挨
拶
と
も
言
う
べ
き
歌
と
し

8
1
5

番
歌

の
歌

碑

二　

旅
人
邸
と
八
一
五
番
歌
の
歌
碑

〈
銘
文
〉

　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
弐
紀
卿　
　

正
月
立
ち
春
の
来
た
ら
ば

　

 

か
く
し
こ
そ
梅
を
招
き
つ
ゝ
楽
し
き
終
へ
め

〈
原
文
〉

武む

都つ

紀き

多た

知ち

波は

流る

能の

吉き

多た

良ら

婆ば

　
　

可か

久く

斯し

許こ

曾そ

烏う

梅め

乎を

を

岐き

都つ

つ

多た

努の

之し

岐き

乎を

倍へ

米め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
弐
紀
卿

815 番歌の歌碑

－ 130 －（3）
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て
、
宮
廷
で
の
儀
礼
に
倣
い
、
宮
中
で
新
年
の
宴
に
謡
わ
れ
た
賀
歌
「
新あ

ら

た
し
き
年
の
始
め
に
か
く
し
こ
そ
千
年
を
兼
ね
て
楽た

の

し
き
を
へ
め
（『
琴

歌
譜
』
正
月
元
日
、
片か

た
お
ろ降

し
の
歌
）
な
ど
の
形
式
を
踏
ま
え
た
冒
頭
歌
ら

し
い
歌
を
披
露
し
た
。
同
様
の
形
式
の
歌
は
『
続
日
本
紀
』
や
『
催
馬
楽
』 

　
『
古
今
和
歌
集
』
な
ど
に
も
み
え
る
。

④
新あ

ら
た

し
き
年と

し

の
始

は
じ
め

に
か
く
し
こ
そ
供

つ
か
へ
ま
つ奉

ら
め
万よ

ろ
づ
よ代

ま
で
に
（『
続
日
本

紀
』
聖
武
天
皇
、
天
平
十
四
年
正
月
十
六
日
の
条
）

⑤
新あ

ら
た

し
き　

年と
し

の
始
め
に
や　

か
く
し
こ
そ　

は
れ
か
く
し
こ
そ　

仕
へ
ま
つ
ら
め
や　

万よ
ろ
づ
よ代

ま
で
に　

あ
は
れ　

そ
こ
よ
し
や　

万

代
ま
で
に
（『
催
馬
楽
』
呂
歌
、
新

あ
ら
た
し
き
と
し

年
、
二
七
）

⑥
新
し
き
年
の
始
め
に
か
く
し
こ
そ
千ち

年と
せ

を
か
ね
て
た
の
し
き
を
積つ

め
（『
古
今
集
』
一　

　

〇
六
九
番
、
大
歌

　

所
御
歌
、
大お

お

な

お

び

直
毘

　

の
歌
）

④
は
聖
武
天
皇
の
天

平
十
四
年
正
月
十
六
日

に
内
裏
の
正
殿
で
行
わ

れ
た
踏
歌
の
節
会
に
と

も
な
う
宴
の
席
で
、
六

位
以
下
の
官
人
ら
が
琴

を
弾
き
謡
っ
た
歌
で
あ

る
。「
新
年
に
当
っ
て
こ

の
よ
う
に
歌
い
舞
い
万
代

ま
で
も
仕
え
た
い

10

」
と
、

新
年
の
よ
ろ
こ
び
と
御
代

の
永
遠
性
を
寿
い
で
い
る
。

⑤
は
「
新

あ
ら
た
し
き
と
し

年
」
と
題
す
る

『
催
馬
楽
』
で
、『
催
馬
楽

略
譜
』
で
は
「
此
ノ
哥
ハ

正
月
中
ニ
用
フ
ベ
シ
、
専

ラ
祝
哥
ナ
リ
」
と
注
す
る
。

ま
た
、
⑥
は
『
古
今
和
歌

集
』
の
な
か
で
も
、
儀
式

や
神
事
な
ど
で
演
奏
す
る

音
楽
の
歌
詞
を
集
め
た
大
歌
所
御
歌
に
収
載
さ
れ
て
い
る
歌
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
形
式
の
歌
々
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
、
宮
中

の
新
年
の
節
会
に
伴
う
宴
や
神
事
の
際
な
ど
に
謡
わ
れ
た
賀
歌
と
考
え
ら

れ
る
。

坂
本
八
幡
宮
は
「
土
地
神
・
産
土
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
る
神
社
で

応
神
天
皇
を
御
祭
神
（
坂
本
八
幡
宮
縁
起
）」
と
す
る
。『
福
岡
縣
神
社
誌 

中
巻
』（
一
九
四
四
年
、
財
団
法
人
大
日
本
神
祗
会
福
岡
県
支
部
編
・
発

行
）
の
「
由
緒
」
の
項
に
は
、創
建
は
「
天
文
、弘
治
の
頃
勧
請
と
云
ふ
。」

と
あ
る
。
小
さ
な
境
内
に
は
大
伴
旅
人
の
詠
ん
だ
「
我わ

が
岡
に
さ
雄を

鹿し
か

来

鳴
く
初は

つ
は
ぎ萩

の
花は

な
づ
ま妻

問と

ひ
に
来
鳴
く
さ
雄
鹿
（
巻
八
、 

一
五
四
一
番
）」
の

歌
碑
も
建
っ
て
い
る
。

坂本八幡宮

815 番歌の歌碑が立つ梅林の遠景
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堀　尾　香代子
梅花宴の万葉歌碑を巡る

～令和に寄す～

か
り
に
坂
本
八
幡
宮
一
帯
に
旅
人
邸
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
八
一
五
番
歌

の
歌
碑
が
建
つ
梅
林
の
あ
た
り
（
前
頁
下
段
の
写
真
近
辺
）
で
梅
花
宴
が

催
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

三　

八
一
八
番
歌
の
歌
碑

筑
前
国
司
山
上
憶
良
が
詠
ん
だ
歌
宴
第
四
番
目
の
歌
「
春
さ
れ
ば
ま
づ

咲
く
や
ど
の
梅
の
花
ひ
と
り
見
つ
つ
や
春は

る

日ひ

暮
ら
さ
む
（
巻
五
、 

八
一
八

番
）」
の
歌
碑
は
、
県
道
三
十
五
号
線
の
筑
紫
野
古
賀
線
（
政
庁
通
り
）

沿
い
に
建
つ
太
宰
府
市
役
所
（
太
宰
府
市
観
世
音
寺
一
丁
目
）
と
、〈
太

宰
府
悠
久
の
丘
か
ら
の
眺
望
〉
が
太
宰
府
市
民
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
る

公
益
財
団
法
人
太
宰
府
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
（
太
宰
府
市
大
字
大
佐
野
字

野
口
）
の
二
カ
所
に
建
つ
。

上
段
の
歌
碑
は
昭
和
六
十
年
五
月
に
太
宰
府
市
役
所
の
前
庭
に
建
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
碑
は
福
岡
地
区
の
複
数
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

が
合
同
で
財
団
法
人
古
都
大
宰
府
を
守
る
会
（
現
・
公
益
財
団
法
人
古
都

大
宰
府
保
存
協
会
）
へ
寄
贈
し
、
同
協
会
が
設
置
者
と
な
っ
て
建
立
さ
れ

た
11

。
高
さ
二
．
二
ｍ
、
幅
一
．
四
ｍ
の
よ
く
磨
か
れ
た
扁
平
な
石
の
表

面
に
書
家
前ま

え

崎さ
き

南な
ん

嶂
し
ょ
う

氏
の
揮
毫
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

前
崎
南
嶂
氏
は
福
岡
県
筑
紫
郡
の
那
珂
町
（
現
在
の
福
岡
市
博
多
区
の

一
部
）
生
ま
れ
の
書
家
で
、
福
岡
県
美
術
協
会
理
事
、
福
岡
書
芸
院
会
長

な
ど
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
大
野
城
市
に
居
を
構
え
、
南
畑

小
学
校
教
頭
、
那
珂
小
学
校
長
を
務
め
た
教
育
者
で
も
あ
る

12

。

こ
の
歌
の
作
者
で
あ
る
山
上
憶
良
は
、
大
宝
二
年
（
七
〇
二
年
）
に

四
十
二
歳
で
第
七
次
遣
唐
少
録
と
し
て
粟
田
真
人
に
従
っ
て
唐
に
渡
り
、
帰

818 番歌の歌碑

〈
銘
文
〉

　

春
さ
れ
ば
ま
づ
咲
く
宿
の

　

梅
の
花
獨
り
見
つ
つ
や

　

は
る
日
暮
さ
む

　
　
　
　

 

　

 
 

筑
前
守
山
上
憶
良

〈
原
文
〉

　

波は

流る

佐さ

礼れ

婆ば

麻ま

豆づ

佐さ

久く

耶や

登ど

能の

　

烏う

梅め

能の

波は

奈な

比ひ

等と

利り

美み

都つ

つ

夜や

　

波は

流る

比ひ

久く

良ら

佐さ

武む

　
　
　

 

　

 
 

　

筑
前
守
山
上
大
夫
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堀　尾　香代子
梅花宴の万葉歌碑を巡る

～令和に寄す～

朝
後
は
伯ほ

う
き
の
か
み

耆
守
を
経
て
、
養
老
五
年
（
七
二
一
年
）
に
紀
男
人
ら
と
と
も

に
東
宮
首
皇
子
（
の
ち
の
聖
武
天
皇
）
に
侍
講
す
る
。
筑
前
守
と
し
て
赴

任
し
た
の
は
神
亀
三
年
（
七
二
六
年
）
頃
か
ら
天
平
四
年
（
七
三
二
年
）

頃
ま
で
の
晩
年
で
、
同
じ
頃
（
神
亀
四
年
（
七
二
七
年
）、
も
し
く
は
神

亀
五
年
（
七
二
八
年
））
に
大
宰
師
と
し
て
下
向
し
た
四
歳
年
下
の
上
官

大
伴
旅
人
と
親
交
を
深
め
、
万
葉
筑
紫
歌
壇
を
開
花
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

梅
は
早
春
の
花
で
百
花
に
先
駆
け
て
咲
き
、
春
の
到
来
を
告
げ
る
こ
と

か
ら
、「
百

ひ
ゃ
っ

花
か
の
さ

魁き
が
け

」「
花

は
な
の

魁
さ
き
が
け

」「
花
の
兄
」「
春
告
げ
草
」「
自は

る

知を

春
し
る

」
な

ど
の
異
称
を
も
つ
。
憶
良
の
詠
ん
だ
歌
の
上
三
句
「
春
さ
れ
ば
ま
づ
咲
く

や
ど
の
梅
の
花
」
は
こ
の
よ
う
な
発
想
を
背
景
に
旅
人
邸
の
梅
の
花
を
讃

え
て
い
る
。
次
例
の
よ
う
に
同
様
の
発
想
を
背
景
に
す
る
万
葉
歌
は
他
に

も
い
く
つ
か
見
え
る
。

⑦
今
の
ご
と
心
を
常
に
思
へ
ら
ば
ま
づ
咲
く
花
の
地つ

ち

に
落
ち
め
や
も

（
巻
八
、一
六
五
三
番
、
県
犬
養
娘
子
）

⑧
十し

二は

月す

に
は
沫
雪
降
る
と
知
ら
ぬ
か
も
梅
の
花
咲
く
含ふ

ふ

め
ら
ず
し

て
（
巻
八
、一
六
四
八
番
、
紀
小
鹿
女
郎
）

梅
が
春
に
咲
く
花
の
う
ち
最
も
早
く
開
花
す
る
と
い
う
発
想
は
古
代

中
国
詩
に
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
唐
代
初
期
に
成
立
し
た
中

国
最
古
の
類
書
の
一
つ
で
あ
る
『
芸
文
類
聚
』（
六
二
四
年
）
に
は
、「
早

梅
」「
梅
友
」「
梅
花
落
」「
採
桑
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な
詩
や
賦
が
収

載
さ
れ
て
い
る
。

⑨
梅
花
特
早　

偏
能
識
春
（
梁
、
簡
文
帝
「
梅
友
賦
」
巻
八
十
六
、
菓

部
上
、
梅
）

⑩
臈
月
正
月
早
驚
春　

衆
花
未
發
梅
花
新
（
隋
、
江
緫
「
梅
花
落
」
巻

八
十
六
、
菓
部
上
、
梅
）

⑪
迎
春
故
早
發　

獨
自
不
疑
寒
（
陳
、
謝
燮
「
早
梅
」、
巻
八
十
六
、

菓
部
上
、
梅
）

⑫
春
色
暎
空
來　

先
發
院
邉
梅
（
梁
、
簡
文
帝
「
採
桑
」、
八
十
八
巻
、

木
部
上
、
桑
）

唐
代
以
前
の
詩
文
や
歌
賦
な
ど
あ
ら
ゆ
る
文
献
を
大
量
に
引
用
し
た

こ
の
類
書
は
唐
代
四
大
類
書
の
一
つ
で
、
現
存
最
古
の
完
本
類
書
で
も
あ

る
。
日
本
に
も
早
く
か
ら
伝
わ
り
、
奈
良
時
代
の
人
々
に
よ
く
読
ま
れ
大

い
に
影
響
を
与
え
た
。
奈
良
時
代
に
成
立
し
た
日
本
最
古
の
漢
詩
集
『
懐

風
藻
』（
七
五
一
年
）
に
載
る
大
伴
旅
人
や
境
部
王
の
詠
ん
だ
漢
詩
に
も

同
様
の
発
想
を
も
つ
漢
詩
が
見
え
る
。

⑬
新
年
寒
気
尽
。
上
月
済
光
軽
。
送
雪
梅
花
笑
。
含
霞
竹
葉
清
。

歌
是
飛
塵
曲
。
絃
即
激
流
声
。
欲
知
今
日
賞
。
咸
有
不
皈
情
。

（
五
〇
、
宴
長
王
宅
、
従
四
位
上
治
部
卿
境
部
王
）

⑭
寛
政
情
既
遠
。
迪
古
道
維
新
。
穆
穆
四
門
客
。
済
済
三
徳
人
。

梅
雪
乱
残
岸
。
煙
霞
接
早
春
。
共
遊
聖
主
沢
。
同
賀
撃
壌
仁
。

（
四
四
、
初
春
侍
宴
、
従
二
位
大
納
言
大
伴
宿
祢
旅
人
）

万
葉
人
た
ち
は
中
国
漢
詩
文
の
世
界
か
ら
こ
の
よ
う
な
発
想
を
学
び
、

漢
詩
や
和
歌
の
製
作
に
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

下
二
句
で
は
「
ひ
と
り
見
つ
つ
や
春は

る

日ひ

暮
ら
さ
む
」
と
そ
の
梅
の
花
を

ひ
と
り
寂
し
く
見
な
が
ら
春
の
長
い
一
日
を
暮
ら
す
こ
と
だ
ろ
う
か
と
詠

嘆
す
る
。『
万
葉
集
』
に
は
「
ひ
と
り
」
を
詠
み
込
む
歌
が
七
十
三
首
見
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堀　尾　香代子
梅花宴の万葉歌碑を巡る

～令和に寄す～

え
る
が

13

、
こ
れ
ら
は
次
例
に
見
る
よ
う
に
一
般
に
愛
し
い
妻
や
夫
、
恋

人
な
ど
と
離
れ
て
（
も
し
く
は
死
別
し
て
）「
ひ
と
り
」
あ
る
こ
と
を
嘆

く
際
に
用
い
ら
れ
る
。

⑮
う
つ
せ
み
の
世
や
も
二ふ

た

行ゆ

く
な
に
す
と
か
妹い

も

に
逢
は
ず
て
我あ

が
ひ

と
り
寝
む
（
巻
四
、七
三
三
番
、
大
伴
家
持
）

⑯
泊は

つ

瀬せ

風か
ぜ

か
く
吹
く
夕よ

ひ

は
何い

つ時
ま
で
か
衣

こ
ろ
も

片か
た

敷し

き
我あ

が
ひ
と
り
寝
む

（
巻
十
、二
二
六
一
番
）

⑰
秋あ

き

萩は
ぎ

を
散
ら
す
長な

が

め雨
の
降
る
頃
は
ひ
と
り
起
き
居ゐ

て
恋
ふ
る
夜よ

そ

多
き
（
巻
十
、二
二
六
二
番
）

⑱
ひ
と
り
居ゐ

て
恋
ふ
れ
ば
苦
し
玉
だ
す
き
か
け
ず
忘
れ
む
事こ

と

計は
か

り
も

が
（
巻
十
二
、二
八
九
八
番
）

⑲
ひ
と
り
の
み
見
れ
ば
恋こ

ひ

し
み
神
奈
備
の
山
の
も
み
ち
葉ば

手た

を折
り
来け

り
君
（
巻
十
三
、三
二
二
四
番
）

　

旅
人
は
梅
花
宴
の
二
年
前
に
大
宰
府
の
地
で
都
か
ら
同
行
し
た
妻
大
伴

郎
女
を
亡
く
し
て
お
り
、
親
交
の
厚
い
憶
良
の
詠
ん
だ
こ
の
歌
は
旅
人
の

境
遇
や
心
境
と
も
重
な

り
、
そ
の
心
を
慰
め
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

下
記
の
歌
碑
は
平
成

二
十
七
年
に
太
宰
府
メ

モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
圓
通

閣
に
建
立
さ
れ
た
同
歌

の
歌
碑
で
あ
る
。

　
　
　

四　

八
二
二
番
歌
の
歌
碑

宴
の
主
催
者
で
あ
る
旅
人
が
詠
ん
だ
「
我わ

が
園
に
梅
の
花
散
る
ひ
さ
か

た
の
天あ

め

よ
り
雪
の
流
れ
来く

る
か
も
（
巻
五
、八
二
二
番
）」
の
歌
碑
は
、
太

宰
府
天
満
宮
境
内
（
太
宰
府
市
宰
府
四
丁
目
）
の
曲
水
の
庭
前
と
太
宰
府

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
の
二
カ
所
に
存
在
す
る

14 

。

次
頁
の
歌
碑
は
昭
和
五
十
二
年
に
太
宰
府
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
創

立
を
記
念
し
て
奉
納
さ
れ
た
書
家
宮み

や

崎ざ
き

正ま
さ

嗣つ
ぐ

氏
の
筆
が
刻
ま
れ
た
天
満
宮

境
内
の
碑
で
あ
る
。

818 番歌の歌碑

〈
銘
文
〉

　

春
去
れ
ば
ま
づ
咲
く
宿
の
梅
の
花

　
　

ひ
と
り
見
つ
つ
や
春
日
暮
ら
さ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

筑
前
守
山
上
大
夫

〈
原
文
〉

　

波は

流る

佐さ

礼れ

婆ば

麻ま

豆づ

佐さ

久く

耶や

登ど

能の

烏う

梅め

能の

波は

奈な

　
　

比ひ

等と

利り

美み

都つ

つ

夜や

波は

流る

比ひ

久く

良ら

佐さ

武む

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

 
 

　

筑
前
守
山
上
大
夫
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堀　尾　香代子
梅花宴の万葉歌碑を巡る

～令和に寄す～

揮
毛
者
の
宮
崎
正
嗣
氏
は
福
岡
県
山
門
郡
に
あ
っ
た
瀬
高
町
（
現
在
の

み
や
ま
市
）
生
ま
れ
の
書
家
で
、
筑
紫
美
術
協
会
創
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人

で
あ
る
。
福
岡
県
美
術
協
会
理
事
、
九
州
か
な
書
作
家
協
会
副
会
長
な
ど

を
歴
任
し
た
人
で
、「
平
安
朝
時
代
の
優
雅
な
か
な
字
に
、
特
に
、
小
野
道

風
の
作
品
に
心
ひ
か
れ
た

15

」
と
い
う
。
一
方
、
昭
和
十
四
年
か
ら
警
察

官
と
し
て
奉
職
し
て
お
り
、
昭
和
四
十
五
年
に
筑
紫
野
警
察
署
長
（
警
視

正
）
で
退
官
す
る
ま
で
福
岡
県
下
の
各
警
察
に
務
め
た
人
物
で
も
あ
る

16

。

凹
凸
の
表
情
の
あ
る
花
崗
岩
の
表
面
に
は
、
流
麗
で
温
雅
な
筆
跡
で
歌

が
三
行
に
分
か
ち
書
き
さ
れ
て
お
り
、
裏
面
に
は
「
昭
和
五
十
二
年
十
一

月
嘉
日
建
立　

太
宰
府
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
記
念　

大
伴
旅
人
卿
歌

宮
崎
正
嗣
敬
書

17

」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
碑
は
太
宰
府
の
北
東
部

に
聳
え
る
宝
満
山
の
自
然
石
を
使
用
し
て
い
る

18

。
宝
満
山（
竈
門
山
）は
、

筑
紫
野
市
と
太
宰
府
市
に
ま
た
が
る
山
で
、
古
く
は
「
御
笠
山
」
と
称
さ

れ
て
い
た
霊
峰
で
あ
る
。
天
智
天
皇
の
御
代
に
大
宰
府
鎮
護
の
た
め
竈
門

神
社
が
創
建
さ
れ
て
以
来
、
我
が
国
の
歴
史
上
重
要
な
国
家
的
祭
祀
が
継

承
さ
れ
て
き
た
霊
山
と
し
て
平
成
二
十
五
年
に
鳥
海
山
、
富
士
山
に
次
い

で
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
歌
碑
の
大
き
さ
は
、
高
さ
二
．
七
ｍ
、
幅
一
．

六
ｍ
で
、
真
横
に
は
九
州
国
立
博
物
館
へ
と
登
る
長
大
な
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
（
ア
ク
セ
ス
ト
ン
ネ
ル
）
が
建
つ
。

作
者
の
大
伴
旅
人
は
、
六
七
二
年
の
壬
申
の
乱
に
お
い
て
大
海
人
皇
子

（
の
ち
の
天
武
天
皇
）
方
で
活
躍
し
た
大
伴
安
麻
呂
の
第
一
子
で
、
母
は

巨
勢
郎
女
で
あ
る
。大
伴
氏
は
摂
津
国
住
吉
郡
を
本
拠
地
と
す
る
豪
族
で
、

代
々
武
を
も
っ
て
朝
廷
に
仕
え
た
大
和
朝
廷
を
代
表
す
る
武
門
の
名
門
氏

族
で
あ
る
。
旅
人
は
そ
の
大
伴
氏
の
氏
上
で
あ
る
。
旅
人
の
九
州
へ
の
赴

任
は
養
老
四
年
（
七
二
〇
年
）
に
征
隼
人
持
節
大
将
軍
と
し
て
薩
摩
に
下

822 番歌の歌碑

〈
銘
文
〉

　
　
　

わ
が
苑
に
梅
乃
花

　

散
る
久
方
の
天
よ
り
雪

　
　

の
流
れ
く
る
か
も

　
　
　
　

 

　

 

大
伴
旅
人

〈
原
文
〉

　
　
　

和わ

何が

則そ

能の

尓に

宇う

米め

能の

波は

奈な

　

知ち

流る

比ひ

佐さ

可か

多た

能の

阿あ

米め

欲よ

里り

由ゆ

吉き

　
　

能の

那な

何が

列れ

久く

流る

加か

母も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
人 
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堀　尾　香代子
梅花宴の万葉歌碑を巡る

～令和に寄す～

向
し
て
以
来
二
回
目
と
な
る
。『
万
葉
集
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
七
十
余

首
の
歌
の
大
部
分
は
大
宰
師
在
任
以
降
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

現
在
大
宰
府
周
辺
の
白
梅
は
三
月
上
旬
頃
に
満
開
を
迎
え
、
宴
の
あ
っ

た
二
月
上
旬
は
梅
花
の
散
る
頃
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、笠
沙
弥（
造

筑
紫
観
世
音
寺
別
当
・
満
誓
）
の
詠
ん
だ
前
歌
「
青あ

お

柳
や
な
ぎ

梅
と
の
花
を
折

り
か
ざ
し
飲
み
て
の
後の

ち

は
散
り
ぬ
と
も
よ
し
（
巻
五
、八
二
一
番
）」
の
「
散

り
ぬ
と
も
よ
し
」
を
受
け
る
形
で
、
雪
が
舞
い
落
ち
る
か
と
見
紛
う
ば
か

り
に
舞
い
散
る
白
梅
の
花
を
詠
む
。

海
外
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
大
宰
府
は
、
大
陸
か
ら
の
文
物
文
化
輸
入

の
窓
口
で
、
先
進
文
化
の
受
容
地
で
あ
っ
た
。
中
国
原
産
の
渡
来
植
物
で

あ
る
梅
は
、
初
め
大
陸
か
ら
の
玄
関
口
で
あ
る
大
宰
府
に
伝
え
ら
れ
、
そ

の
後
奈
良
の
都
平
城
京
へ
と
も
た
ら
さ
れ
る
。『
万
葉
集
』
に
は
「
梅
」

を
詠
ん
だ
歌
が
一
一
八
首
と
、
植
物
の
中
で
「
萩
」
の
一
四
一
首
に
次
い

で
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
白
梅
で
あ
る

19

。
そ
の
う
ち
「
梅
」

と
「
雪
」
と
を
詠
み
合
わ
せ
た
歌
は
三
十
一
首
で
、「
梅
」
と
他
素
材
と
の
詠

み
合
わ
せ
の
中
で
最
多
を
数
え
る

20

。
こ
れ
ら
の
歌
の
中
に
は
当
該
歌
の

よ
う
に
白
梅
を
「
雪
」
に
見
立
て
た
次
の
よ
う
な
歌
々
も
散
見
さ
れ
る
。

⑳
妹い

も

が
家へ

に
雪
か
も
降
る
と
見
る
ま
で
に
こ
こ
だ
も
紛ま

が

ふ
梅
の
花
か

も
（
巻
五
、八
四
四
番
、
小
野
国
堅
）

我わ

が
岡を

か

に
盛
り
に
咲
け
る
梅
の
花
残
れ
る
雪
を
ま
が
へ
つ
る
か
も

（
巻
八
、一
六
四
〇
番
、
大
伴
旅
人
）

我わ

が
や
ど
の
冬
木
の
上う

へ

に
降
る
雪
を
梅
の
花
か
と
う
ち
見
つ
る
か
も

（
巻
八
、一
六
四
五
番
、
巨
勢
宿
奈
麻
呂
）

梅
の
花
枝
に
か
散
る
と
見
る
ま
で
に
風
に
乱
れ
て
雪
そ
降
り
来く

る

　

（
巻
八
、一
六
四
七
番
、
忌
部
黒
麻
呂
）

山
高
み
降
り
来く

る
雪
を
梅
の
花
散
り
か
も
来く

る
と
思
ひ
つ
る
か
も

　

（
巻
十
、一
八
四
一
番
）

み
園そ

の

生ふ

の
百も

も

木き

の
梅
の
散
る
花
し
天あ

め

に
飛
び
上あ

が
り
雪
と
降
り
け

む
（
巻
十
七
、三
九
〇
六
番
、
大
伴
書
持
）

ま
た
『
懐
風
藻
』
に
は
「
梅
」
を
詠
み
込
ん
だ
漢
詩
が
十
五
首
あ
る
が
、

先
の
⑬
⑭
や
次
の

の
よ
う
に
「
雪
」
と
取
り
合
わ
せ
た
漢
詩
も
見
え
る
。

帝
里
浮
春
色
。
上
林
開
景
華
。芳
梅
含
雪
散
。
嫩
柳
帯
風
斜
。
…（
七
五
、

初
春
於
左
僕
射
長
王
宅
讌
、
正
六
位
上
但
馬
守
百
済
公
和
麻
呂
）

同
様
の
趣
向
は
『
芸
文
類
聚
』
に
も
見
え
、
こ
の
二
素
材
の
取
り
合
わ

せ
を
含
め
、「
梅
」
を
詠
ん
だ
歌
に
は
中
国
文
学
の
影
響
が
色
濃
い
。

楊
柳
條
青
樓
上
輕　

梅
花
色
白
雪
中
明
（
隋
、
江
緫
「
梅
花
落
」
巻

八
十
六
、
菓
部
上
、
梅
）

絶
訝
梅
花
晩　

爭
來
雪
裏
窺
（
梁
、
簡
文
帝
「
雪
裏
覓
梅
花
」
巻

八
十
六
、
菓
部
上
、
梅
）

春
近
寒
雖
轉　

梅
舒
雪
尚
飄
（
陳
、
陰
鏗
「
雪
裏
覓
梅
花
」
巻

八
十
六
、
菓
部
上
、
梅
）

驚
時
最
是
梅　

銜
霜
當
路
發　

映
雪
擬
寒
開
枝
（
梁
、何
遜
、「
早
梅
」

巻
八
十
六
、
菓
部
上
、
梅
）

梅
花
歌
三
十
二
首
中
散
る
梅
を
詠
む
歌
は
十
一
首
に
の
ぼ
る
が
、
こ
れ

ら
は
序
文
の
末
尾
「
詩
紀
落
梅
之
篇
、
古
今
夫
何
異
矣
。
宜
賦
園
梅
、
聊

成
短
詠
。」
の
呼
び
掛
け
と
照
応
す
る
。「
落
梅
之
篇
」
は
古
代
中
国
で
辺
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堀　尾　香代子
梅花宴の万葉歌碑を巡る

～令和に寄す～

境
の
兵
士
た
ち
が
正
月
に

咲
く
梅
を
見
て
家
族
や
故

郷
を
思
う
望
郷
の
歌
謡
で
、

六
朝
か
ら
唐
代
に
か
け
て

楽
府
詩
「
梅ば

い

か

ら

く

花
落
」
へ
と

受
け
継
が
れ
る
。「
大
君
の

遠
の
朝
廷
（『
万
葉
集
』）」

に
あ
る
大
宰
府
の
官
人
ら

は
自
ら
の
境
遇
を
重
ね
故

郷
を
思
い
つ
つ
、
「
落
梅

（
散
る
梅
）」
を
愛
で
る
歌

を
詠
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

境
内
に
は
菅
原
道
真
の
伝
説
で
有
名
な「
飛
梅
」（
本
殿
前
左
近
。
品
種
・

和
名
は
色
玉
垣
）
を
は
じ
め
一
九
七
種
約
六
千
本
の
梅
が
植
え
ら
れ
て
お

り
、
歌
碑
の
前
の
曲
水
の
庭
で
は
毎
年
梅
花
が
満
開
を
迎
え
る
三
月
第
一

日
曜
日
に
「
曲
水
の

宴
」
が
催
さ
れ
て
い

る
。下

記
の
歌
碑
は
平

成
二
十
七
年
に
太
宰

府
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー

ク
圓
通
閣
に
建
て
ら

れ
た
同
歌
の
歌
碑
で

あ
る
。

五　

八
二
三
番
歌
の
歌
碑

旅
人
の
歌
の
上
二
句
「
我わ

が
園
に
梅
の
花
散
る
」
を
受
け
詠
ま
れ
た
大

伴
百
代
の
「
梅
の
花
散
ら
く
は
い
づ
く
し
か
す
が
に
こ
の
城き

の
山
に
雪
は

降
り
つ
つ
（
巻
五
、八
二
三
番
）」
の
歌
碑
は
、
県
道
三
十
一
号
線
沿
い
に

あ
る
太
宰
府
歴
史
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
太
宰
府
市
吉
松
四
丁
目
）
と
太
宰
府

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
の
二
カ
所
の
他
、
市
外
で
は
筑
紫
野
市
大
字
山
口
の

山
神
ダ
ム
展
望
広
場
に
も
存
在
す
る
。
次
頁
は
平
成
元
年
に
太
宰
府
市
に

よ
っ
て
歴
史
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
展
望
広
場
下
南
東
側
）
に
建
立
さ
れ
た
書

家
御み

田た

義よ
し

清き
よ

氏
の
揮
毫
に
よ
る
歌
碑
で
あ
る

太宰府天満宮本殿の左近の飛梅822 番歌の歌碑

〈
銘
文
〉

　

我
が
園
に
梅
の
花
散
る

　
　

久
方
の
天
よ
り
雪
の
流
れ
来
る
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
宰
師
大
伴
卿

〈
原
文
〉

　

和わ

何が

則そ

能の

尓に

宇う

米め

能の

波は

奈な

知ち

流る

　
　

比ひ

佐さ

可か

多た

能の

阿あ

米め

欲よ

里り

由ゆ

吉き

能の

那な

何が

列れ

久く

流る

加か

母も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
人
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堀　尾　香代子
梅花宴の万葉歌碑を巡る

～令和に寄す～

高
さ
は
一
．
三
ｍ
、
幅
一
．
一
ｍ
で
、
銘
文
は
優
雅
な
筆
跡
の
行
書

体
で
歌
が
五
行
に
分
か
ち
書
き
さ
れ
て
い
る
。

御
田
義
清
氏
は
太
宰
府
天
満
宮
権
宮
司
で
あ
っ
た
人
で
、
天
満
宮
に
奉

職
し
書
家
と
し
て
活
躍
す
る
か
た
わ
ら
、
博
多
の
郷
土
芸
能
と
し
て
名
高

い
「
博
多
仁
和
加

21

」
を
歳
時
記
的
に
ま
と
め
た
『
ひ
と
く
ち
に
わ
か　

博
多
歳
時
記
く
ろ
だ
こ
』（
一
九
五
八
年
、
飛
梅
樹
畔
水
月
庵
）
を
著
す

な
ど
、
地
域
の
芸
能
の
維
持
と
継
承
に
積
極
的
に
寄
与
し
た
人
物
と
し
て

も
知
ら
れ
る
。
生
前
は
天
満
宮
境
内
の
案
内
や
御
守
、
お
札
授
与
所
の
表

示
、
祭
典
や
祭
事
関
係
の
横
断
幕
、
賞
状
な
ど
多
く
の
も
の
が
義
清
氏
に

よ
り
揮
毛
さ
れ
て
い
た
と
い
う

22

。

　

こ
の
歌
の
作
者
大
伴
百

代
は
大
宰
府
の
大
監
（
大

宰
府
の
判
官
で
三
等
官
・

正
六
位
下
相
当
官
）
で
、

『
万
葉
集
』
に
当
該
歌
を

含
め
七
首
の
歌
を
残
し
て

い
る
。
歌
中
の
「
城き

の
山
」

は
大
宰
府
の
北
方
に
聳
え

る
四し

王お

う

じ

や

ま

寺
山
の
大
野
山

の

こ

と

で
、

筑

前

国

司
山
上
憶
良
が
、
大
宰

府
で
病
没
し
た
旅
人
の
妻

大
伴
郎
女
の
死
を
悼
み
献

都府楼から臨む四王寺山

〈
銘
文
〉

　

梅
の
花

　
　

散
ら
く
は
い
つ
く

　
　
　

し
か
す
か
に

　

こ
の
城
の
山
に

　
　
　
　

雪
は
降
り
つ
ゝ

　
　
　
　
　

大
監
大
伴
百
代

〈
原
文
〉

　

烏う

梅め

能の

波は

奈な

　
　

知ち

良ら

久く

波は

伊い

豆づ

久く

　
　
　

志し

可か

須す

我が

尓に

　

許こ

能の

紀き

能の

夜や

麻ま

尓に

　
　
　
　

由ゆ

企き

波は

布ふ

理り

都つ

つ

　
　
　
　
　

大
監
伴
氏
百
代 

 

823 番歌の歌碑
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堀　尾　香代子
梅花宴の万葉歌碑を巡る

～令和に寄す～

上
し
た
「
大
野
山
霧
立
ち
渡
る
我
が
嘆
く
お
き
そ
の
風
に
霧
立
ち
渡
る
（
巻

五
、
七
九
九
番
）」
に
も
み
え
る
山
で
あ
る

23

。
大
宰
府
都
府
楼
の
背
後
に

な
だ
ら
か
に
広
が
る
四
王
寺
山
は
大
野
山
・
岩
屋
山
・
水
瓶
山
・
大
原
山

の
総
称
で
、
太
宰
府
市
と
大
野
城
市
と
宇
美
町
の
境
界
に
ま
た
が
る
丘
陵

で
あ
る
。
最
も
高
い
大
野
山
の
標
高
は
四
一
〇
ｍ
で
、
山
頂
に
は
白
村
江

の
戦
い
で
日
本
軍
が
唐
と
新
羅
の
連
合
軍
に
大
敗
を
喫
し
た
の
ち
の
天
智

天
皇
四
年
（
六
六
五
年
）
に
、
新
羅
と
唐
の
侵
攻
に
備
え
て
大
野
城
が
築

城
さ
れ
た
た
め
「
大お

お

き

や

ま

城
山
・
城き

の
山
」
と
も
い
わ
れ
る
。

大
野
城
は
、
天
智
天
皇
三
年
（
六
六
四
年
）
に
国
防
体
制
構
築
の
一

環
と
し
て
太
宰
府
市
・
大
野
城
市
・
春
日
市
に
ま
た
が
り
築
か
れ
た
全
長

一
．
二
㎞
の
水
城
に
続
い
て
造
営
さ
れ
た
対
外
防
衛
施
設
で
、
頂
上
全
域

を
囲
む
よ
う
に
尾
根
に
沿
っ
て
全
長
八
㎞
に
及
ぶ
版
築
土
塁
の
城
壁
を
廻

ら
せ
、
谷
部
を
石
垣
や
石
塁
な
ど
で
塞
い
で
囲
繞
し
た
日
本
最
大
の
古
代

山
城
（
朝
鮮
式
山
城
）
で
あ
る
。

自
然
地
形
を
生
か
し
て
築
城
さ
れ
た
こ
の
城
砦
は
、
大
宰
府
の
南
方
を

護
る
基き

い肄
城

じ
ょ
う

（
筑
紫
野
市
と
基
山
町
に
ま
た
が
る
山
岳
城
塞
。
大
宰
府
か

ら
西
南
約
八
㎞
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
）
と
と
も
に
、
百
済
の
亡
命
貴
族

　
（
築
城
家
）
の
指
導
の
も
と
築
造
さ
れ
た
こ
と
が
『
日
本
書
紀
』
に
見

え
る
。達だ

ち
そ
ち率

答た
ふ
ほ
ん

春
し
ゅ
ん

初そ

を
遣

つ
か
は

し
て
、
城き

を
長な

が
と
の門

国く
に

に
築つ

か
し
む
。
達
率
憶お

く

礼ら
い

福ふ
く

留る

・
達
率
四し

ひ比
福ふ

く

夫ぶ

を
筑
紫
国
に
遣
し
て
、
大お

ほ

野の

と
椽き

、
二

ふ
た
つ

城の
き

を
築
か
し
む
。（
天
智
天
皇
四
年
八
月
条
）

現
在
も
城
門
跡
や
土
塁
、
石
垣
、
倉
庫
の
礎
石
群
な
ど
の
遺
構
が
残
る
。

旅
人
の
妻
亡
き
後
、
大
宰
府
に
下
向
し
た
旅
人
の
異
母
妹
で
あ
る
坂
上

郎
女
は
、
大
宰
府
か
ら
帰
京
し
た
翌
年
に
奈
良
の
都
平
城
京
で
大
宰
府
を

懐
か
し
み
こ
の
山
を
詠
ん
で
い
る
。

今
も
か
も
大お

ほ

き城
の
山
に
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
と
よ
む
ら
む
我わ

れ

な
け
れ

ど
も
（
巻
八
、一
四
七
四
番
、
大
伴
坂
上
郎
女
）

　

ま
た
、
上
国
で
あ
る

筑
後
守
の

井
大
成

（
従
五
位
下
相
当
官
）

は
、
旅
人
が
帰
京
し
た

後
の
寂
し
さ
を
「
城き

の

山
道
」
に
寄
せ
て
詠
ん

で
い
る
。

百間石垣大野城宇美口城門礎石
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堀　尾　香代子
梅花宴の万葉歌碑を巡る

～令和に寄す～

 

今
よ
り
は
城き

の
山
道
は
さ
ぶ
し
け
む
我わ

が
通
は
む
と
思
ひ
し
も
の

を
（
巻
四
、五
七
六
番
、

井
大
成
）

「
城き

の
山
道
」
は
基
肄
城
の
東
に
位
置
す
る
「
両
国
峠
を
通
る
古
代
の

駅
路
で
、
大
宰
府
か
ら
筑
後
・
肥
前
の
国
府
へ
の
要
路
で
あ
っ
た
。

24

」

と
さ
れ
る
。
百
済
か
ら
の
渡
来
系
名
門
氏
族
の
出
身
で
あ
る

井
大
成
は

梅
花
宴
で
も
来
賓
と
し
て
上
席
に
坐
し
、
歌
宴
第
六
番
目
の
歌
「
梅
の
花

今
盛
り
な
り
思
ふ
ど
ち
か
ざ
し
に
し
て
な
今
盛
り
な
り
（
巻
五
、
八
二
〇

番
）」
を
詠
ん
で
い
る
。
任
国
の
筑
後
の
国
府
か
ら
大
宰
府
へ
は
こ
の
要

路
を
通
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
に
も
作
者
未
詳
で
は
あ
る
が
、

「
大
城
山
」
を
詠
む
次
の
歌
も
見
え
る
。

い
ち
し
ろ
く
し
ぐ
れ
の
雨
は
降
ら
な
く
に
大お

ほ

き城
の
山
は
色
付
き
に

け
り
（
巻
十
、二
一
九
七
番
）

か
つ
て
旅
人
や
憶
良
を

は
じ
め
大
宰
府
に
あ
っ
た

万
葉
人
が
眺
め
、
様
々
な

思
い
を
馳
せ
た
こ
の
山
の

山
頂
か
ら
は
、
遠
く
筑
紫

平
野
や
玄
界
灘
が
一
望
で

き
る
。

下
段
は
平
成
二
十
七
年

に
太
宰
府
メ
モ
リ
ア
ル
パ

ー
ク
圓
通
閣
に
建
て
ら
れ

た
同
歌
の
歌
碑
で
あ
る
。

六　

八
二
九
番
歌
の
歌
碑

　

張
福
子
が
詠
ん
だ
歌
宴
第
十
五
番
目
の
歌
「
梅
の
花
咲
き
て
散
り
な
ば

桜さ
く

花
ら
ば
な

継つ

ぎ
て
咲
く
べ
く
な
り
に
て
あ
ら
ず
や
（
巻
五
、
八
二
九
番
）」
の

歌
碑
は
、
大
宰
府
万
葉
会
創
立
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
平
成
二
十
九
年

一
月
に
同
会
に
よ
り
太
宰
府
市
総
合
体
育
館
（
太
宰
府
市
大
字
向
佐
野
）

823 番歌の歌碑

尾花地区土塁から臨む筑紫平野

〈
銘
文
〉

　

梅
の
花
散
ら
く
は
い
づ
く

　
　

し
か
す
が
に
こ
の
城
の
山
に
雪
は
降
り
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
監
伴
氏
百
代

〈
原
文
〉

烏う

梅め

能の

波は

奈な

知ち

良ら

久く

波は

伊い

豆づ

久く

　

志し

可か

須す

我が

尓に

許こ

能の

紀き

能の

夜や

麻ま

尓に

由ゆ

企き

波は

布ふ

理り

都つ

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
監
伴
氏
百
代　
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堀　尾　香代子
梅花宴の万葉歌碑を巡る

～令和に寄す～

の
敷
地
内
に
建
立
さ
れ
た
。

宝
満
山
（
竈
門
山
）

を
源
と
し
博
多
湾
へ
と

注
ぐ
御
笠
川
を
背
に
建

つ
こ
の
歌
碑
は
、
自
然

石
の
形
を
活
か
し
た
高

さ
一
．
八
ｍ
、
幅
一
．

二
ｍ
の
よ
く
磨
か
れ
た

偏
平
の
石
の
表
面
に
八
二
九
番
歌
と
作
者
名
が
一
字
一
音
の
万
葉
仮
名
で

刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
裏
面
に
は
揮
毫
者
に
つ
い
て
の
解
説
な
ど
が
彫
ら

れ
て
い
る
。
裏
面
の
解
説
に
よ
れ
ば
揮
毫
者
は
、
万
葉
会
講
師
、
協
力
者
、

大
宰
府
中
学
校
・
大
宰
府
小
学
校
・
水
城
小
学
校
・
大
宰
府
特
別
支
援
学

校
の
生
徒
、
万
葉
朗
唱
者
な
ど
八
十
五
人
で
、
一
字
一
音
の
万
葉
仮
名
、

も
し
く
は
そ
の
振
り
仮
名
を
世
伊
古
撰
一
人
一
字
ず
つ
八
十
五
人
で
書
し

た
と
あ
る
。

こ
の
歌
の
作
者
で
あ
る
張
福
子
は
奈
良
朝
初
期
の
大
宰
府
の
薬
師
（
薬

寮
の
こ
と
を
司
る
医
師
・
方
士
。
正
八
位
上
相
当
官
）
で
、
奈
良
時
代
後

半
に
成
立
し
た
『
藤
氏
家
伝
』
下
巻
の
「
藤
原
武
智
麻
呂
伝
」（
僧
延
慶
、

七
六
〇
年
）
の
神
亀
六
年
（
七
二
九
年
）
頃
の
記
述
に
、
方
士
の
吉
田
宜

や
、
文
雅
に
秀
で
た

井
大
成
な
ど
と
と
も
に
聖
武
天
皇
の
治
政
を
補
佐

し
た
人
物
と
し
て
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
渡
来
系
帰
化
人
で
あ
る
。

歌
宴
の
上
席
の
最
後
に
坐
す
僧
籍
の
満
誓
が
詠
ん
だ
「
青あ

お

柳
や
な
ぎ

梅
と
の

花
を
折
か
ざ
し
飲
み
て
の
後の

ち

は
散
り
ぬ
と
も
よ
し
（
巻
五
、
八
二
一
番
）」

の
下
句
「
飲
み
て
の
後の

ち

は
散
り
ぬ
と
も
よ
し
」
の
趣
旨
を
受
け
つ
つ
、「
梅

829 番歌の歌碑

829 番歌の歌碑裏面

〈
銘
文
〉

　
　
　
　

梅
花
歌

　

烏う

梅め

能の

波は

奈な 

佐さ

企き

弖て

知ち

理り

奈な

婆ば

　
　
　

佐さ

久く

良ら

婆ば

那な

都つ

伎ぎ

弖て

佐さ

久く

倍べ

久く

奈な

利り

尓に

弖て

阿あ

良ら

受ず

也や

　
　
　
　
　
　
　
　

薬
く
す
り

師し

張
ち
ゃ
う

氏し
の

福ふ
く

子し

〈
読
み
下
し
文
〉

　

梅
の
花 

咲
き
て
散
り
な
ば

　
　

桜
さ
く
ら

花ば
な

継つ

ぎ
て
咲
く
べ
く 

な
り
に
て
あ
ら
ず
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薬
師
張
氏
福
子

－ 119 － （14）



堀　尾　香代子
梅花宴の万葉歌碑を巡る

～令和に寄す～

の
花
」
が
咲
き
散
っ
た
な
ら
ば
、「
桜

さ
く
ら

花ば
な

」
が
続
い
て
咲
き
そ
う
に
な
っ

て
い
る
で
は
な
い
か
と
詠
じ
る
。
集
中
に
「
桜
」
を
詠
み
込
ん
だ
歌
は

四
十
一
首
存
在
す
る
が

25

、
こ
の
う
ち
中
国
渡
来
の
植
物
で
あ
る
「
梅
」

と
日
本
固
有
の
植
物
で
あ
る
「
桜
」
と
を
取
り
合
わ
せ
た
歌
は
当
該
歌
を

含
め
二
首
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
も
う
一
首
は
次
の
歌
で
あ
る
。

う
ぐ
ひ
す
の
木こ

づ

た伝
ふ
梅
の
う
つ
ろ
へ
ば
桜
の
花
の
時
か
た
ま
け
ぬ

（
巻
十
、一
八
五
四
番
）

は
「
梅
」
と
「
桜
の
花
」
の
他
に
「
う
ぐ
ひ
す
」
も
取
り
合
わ
せ
て

い
る
が
、
発
想
そ
の
も
の
は
当
該
歌
と
同
様
で
、
春
の
到
来
を
告
げ
る
梅

の
花
に
続
き
、
春
の
盛
り
を
彩
る
「
桜
の
花
」
が
咲
く
さ
ま
を
詠
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
春
の
よ
ろ
こ
び
の
尽
き
な
い
心
を
表
現
し
て
い
る
。

七　

八
三
〇
番
歌
の
歌
碑

太
宰
府
天
満
宮
境
内
の
太
鼓
橋
を
渡
り
、
宝
物
殿
や
文
書
館
の
建
つ

東
神
苑
の
方
向
へ
進
む
と
菖
蒲
池
が
広
が
る
。
こ
の
池
の
北
畔
に
歌
宴
第

十
六
番
目
の
歌
と
な
る
「
万よ

ろ

代づ
よ

に
年
は
来き

経ふ

と
も
梅
の
花
絶
ゆ
る
こ
と
な

く
咲
き
渡
る
べ
し
（
巻
五
、八
三
〇
番
）」
の
歌
が
刻
ま
れ
た
歌
碑
が
立
つ
。

高
さ
五
ｍ
、
幅
〇
．
七
ｍ
の
大
き
な
歌
碑
が
立
派
な
台
石
の
上
に
据
え
ら

れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
四
年
十
月
に
天
満
宮
の
三
土
会
（
第
三
土
曜
日
に

参
拝
す
る
講
）
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

 

揮
毫
者
は
、
大
野
城
市
（
旧
・
筑
紫
郡
大
野
村
）
生
ま
れ
の
書
家
古こ

が賀

井せ
い

卿
き
ょ
う

氏
（
一
八
九
一
年
～
一
九
八
二
年
）
で
あ
る
。
一
首
全
体
が
典
麗

な
平
仮
名
で
書
か
れ
て
お
り
、
歌
碑
の
裏
面
に
は
、「
昭
和
三
十
四
年
歳

8
3
0

番
歌

の
歌

碑

830 番歌の歌碑

〈
銘
文
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筑
前
介
佐
氏
子
首

よ
ろ
つ
よ
に
と
し
は
き
ふ
と
も
う
め
の
は
な

　
　
　
　
　

た
ゆ
る
こ
と
な
く
さ
き
わ
た
る
へ
し

〈
原
文
〉

万
よ
ろ
づ

世よ

尓に

得と

之し

波は

岐き

布ふ

得と

母も

烏う

梅め

能の

波は

奈な

　
　
　
　

多た

由ゆ

流る

己こ

等と

奈な

久く

佐さ

吉き

和わ

多た

留る

倍べ

子し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筑
前
介
佐
氏
子
首
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堀　尾　香代子
梅花宴の万葉歌碑を巡る

～令和に寄す～

在
已
亥
十
月
三
十
一
日　

三
土

建
之　

天
平
二
年
正
月
十
三
日
大
宰
師

大
伴
卿
宅
に
て
詠
め
る
梅
花
歌
三
十
二
首
の
中　

古
賀
井
卿
書
」
と
刻
ま

れ
て
い
る
。

古
賀
井
卿
氏
は
筑
紫
美
術
協
会
の
初
代
副
会
長
を
務
め
た
人
で
、
太
宰

府
市
の
観
世
音
寺
に
ア
ト
リ
エ
「
吐
月
叢
」
を
構
え
た
同
協
会
初
代
会
長

の
木
彫
家
冨と

み
な
が永

朝
ち
ょ
う
ど
う堂

氏
（
一
八
九
七
年
～
一
九
八
七
年
）、
太
宰
府
市
三

条
に
居
を
構
え
た
同
協
会
副
会
長
の
日
本
画
家
小
野
茂
明
氏(

一
八
九
七

年
～
一
九
九
四
年)

と
と
も
に
「
三
仙
人
」
と
呼
ば
れ
た
芸
術
家
で
あ
る
。

井
卿
氏
の
米
寿
の
際
に
書
か
れ
た
「
―
米
寿
を
迎
え
て
―
『
神
苑
寓
感
』」

の
略
歴

26

、
な
ら
び
に
太
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
の
聞
き
取
り
に
よ
れ

ば
、
井
卿
氏
は
一
九
五
一
年
～
一
九
五
三
年
に
太
宰
府
天
満
宮
境
内
に
あ

っ
た
飛
梅
会
館
（
太
宰
府
天
満
宮
幼
稚
園
の
隣
に
あ
っ
た
宿
泊
施
設
）
に

寓
居
し
、太
宰
府
天
満
宮
一
〇
五
〇
年
大
祭
に
も
奉
職
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
六
二
年
～
一
九
七
八

年
ま
で
の
約
十
六
年
間

は
境
内
の
東
神
苑
（
文

書
館
の
右
奥
あ
た
り
）

の
庵
に
住
ん
で
い
た
と

い
う

27

。

井
卿
氏
が
寓
居
し
て

い
た
庵
は
現
在
は
残
ら

な
い
が
、
太
宰
府
天
満

宮
境
内
や
そ
の
周
辺
に

は
、
井
卿
氏
の
書
や
木

彫
刻
字
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
天
満
宮
本
殿
前
の
左
近
に
立
つ
御
神
木
「
飛
梅
」
の
案
内
立
札

（
左
下
写
真
）
の
麗
筆
な
木
彫
刻
字
も
井
卿
氏
の
揮
豪
で
あ
る
。

こ
の
他
、
太
宰
府
天
満
宮
の
参
道
に
店
舗
を
構
え
る
御
菓
子
処

「
梅ば

い
え
ん園

」
の
店
舗
の
幅
と
同
じ
横
幅
の
重
さ
一
〇
〇
㎏
の
大
き
な
看
板
の

木
彫
刻
字
や

28

、
鳥
居
の

程
近
く
に
店
舗
を
構
え
る

美
術
工
芸
品
店
「
小
野
東

風
軒
」
の
看
板
な
ど
も
井

卿
氏
の
揮
豪
で
あ
る
。「
梅

園
」
の
建
つ
大
町
地
区
は

江
戸
時
代
に
は
宰さ

い

府ふ

宿し
ゅ
く

と

830 番歌の歌碑の裏面

古賀井卿氏の庵があった文書館右奥本殿左近の飛梅の立札
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し
て
賑
わ
い
を
み
せ
て

い
た
あ
た
り
で
、「
梅
園
」

の
建
つ
場
所
に
も
「
泉

屋
」
と
い
う
屋
号
を
も

つ
土
佐
藩
系
の
旅
籠
屋

が
建
っ
て
お
り
、
幕
末

藩
士
の
坂
本
龍
馬
や
伊

藤
博
文
ら
が
宿
泊
し
て

い
る
。
近
隣
に
は
安
政
の
大
獄
で
幕
吏
の
追
及
を
受
け
薩
摩
に
赴
い
た
尊

王
攘
夷
派
の
月
照
上
人
（
清
水
寺
成
就
院
の
住
職
）
や
西
郷
隆
盛
が
身
を

隠
し
た
薩
摩
藩
系
の
旅
籠
屋
「
松
屋
」、
高
杉
晋
作
が
宿
泊
し
た
長
州
藩

系
の
旅
籠
屋
「
大
野
屋
」、
幕
府
系
の
旅
籠
屋
「
日
田
屋
」
な
ど
多
数
の

旅
籠
屋
が
軒
を
連
ね
て
い
た
。
現
在
も
「
松
屋
」
や
「
大
野
屋
（
現
・
ま

め
や
）」「
日
田
屋
（
現
・
大
宰
府
石
こ
ろ
館
）」
な
ど
当
時
の
姿
を
残
す

建
物
も
少
な
く
な
い
。
井
卿
氏
は
「
梅
園
」
の
ご
家
族
と
も
交
流
が
深
く
、

店
舗
の
看
板
以
外
に
も
、
幼
少
よ
り
親
し
ん
で
こ
ら
れ
た
店
主
の
ご
息
女

の
御
結
婚
の
お
祝
い
に
赤
松
の
木
彫
刻
字
を
贈
っ
て
い
る
。

ご
息
女
に
よ
れ
ば
、
井
卿
氏
は
常
々
「
文
字
は
誰
に
で
も
読
め
る
よ
う

に
書
か
ん
と
い
か
ん
」
と
話
し
て
い
た
そ
う
で
、
そ
の
こ
と
ば
通
り
井
卿

氏
の
揮
毫
に
よ
る
八
三
〇
番
歌
の
万
葉
歌
碑
も
大
変
読
み
や
す
い
典
麗
な

文
字
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
歌
の
作
者
で
あ
る
佐
氏
子
首
は
、
上
国
で
あ
る
筑
前
国
の
介
（
次

官
・
従
六
位
上
相
当
官
）
の
佐
伯
直
子
首
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

「
梅
」
と
「
桜
」
に
春
の
よ
ろ
こ
び
の
尽
き
な
い
心
を
託
し
た
前
歌
を

受
け
つ
つ
も
、
紀
男
人
の
詠
ん
だ
冒
頭
歌
「
正む

つ

き月
立
ち
春
の
来き

た

ら
ば
か
く

し
こ
そ
梅
を
招を

き
つ
つ
楽
し
き
終を

へ
め
（
巻
五
、八
一
五
番
）」
に
照
応
す

る
内
容
の
歌
と
な
っ
て
い
る
。
男
人
の
詠
ん
だ
賀
歌
は
「
正
月
に
な
っ
て

春
が
来
た
な
ら
ば
、
毎
年
こ
う
や
っ
て
梅
の
花
を
招
き
寄
せ
て
、
楽
し
み

の
限
り
を
尽
く
そ
う
」
と
、
梅
花
と
饗
宴
の
永
続
性
を
詠
み
祝
意
を
表
明

し
て
い
る
が
、
八
一
三
番
歌
も
同
様
に
、
旅
人
邸
の
梅
の
花
が
「
万

よ
ろ
づ

代よ

」

ま
で
も
絶
え
る
こ
と
な
く
咲
き
続
け
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
詠
う
こ
と
で
、

旅
人
の
栄
華
の
永
遠
性
を
寿
ぐ
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
歌
は
梅
花
歌
の
な

か
に
も
う
一
首
見
え
る
。

年
の
は
に
春
の
来き

た

ら
ば
か
く
し
こ
そ
梅
を
か
ざ
し
て
楽
し
く
飲
ま

め
（
巻
五
、八
三
三
番
、
神
司
荒
氏
稲
布
）

は
男
人
の
詠
ん
だ
八
一
五
番
歌
の
初
句
「
正む

つ

き月
立
ち
」
が
「
年
の
は

に
」、
四
句
目
「
梅
を
招を

き
つ
つ
」
が
「
梅
を
か
ざ
し
て
」、
結
句
「
楽
し

き
終を

へ
め
」
が
「
楽
し
く
飲
ま
め
」
と
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
る
の
み
で

あ
る
。
と
も
に
主
賓
で
あ
る
男
人
の
冒
頭
歌
を
意
識
し
つ
つ
も
、

は『
琴

歌
譜
』『
催
馬
楽
』『
古
今
和
歌
集
』
の
大
歌
所
御
歌
な
ど
に
載
る
新
年
を

寿
ぐ
賀
歌
の
形
式
を
踏
ま
え
て
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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八　

八
三
九
番
歌
の
歌
碑

八
三
八
番
歌
か
ら
八
四
二
番
歌
ま
で
の
五
首
は
目

さ
く
わ
ん

（
官
事
の
記
録
や
文

案
の
起
草
、
公
文
の
抄
録
・
読
申
な
ど
を
掌
る
四
等
官
）
た
ち
の
詠
ん
だ

歌
々
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
の
一
首
「
春
の
野
に
霧
立
ち
渡
り
降
る

雪
と
人
の
見
る
ま
で
梅
の
花
散
る
（
巻
五
、八
三
九
番
）」
の
歌
碑
が
、
県

道
三
十
一
号
線
沿
い
の
太
宰
府
歴
史
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
太
宰
府
メ
モ
リ
ア

ル
パ
ー
ク
の
二
カ
所
に
建
つ
。

左
は
平
成
元
年
一
月
に
太
宰
府
市
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
歴
史
ス
ポ

ー
ツ
公
園
敷
地
内
（
展
望
広
場
下
東
側
）
の
歌
碑
で
あ
る
。

歌
碑
の
高
さ
は
二
ｍ
、
幅
は
二
ｍ
で
、
銘
文
は
流
麗
な
筆
跡
で
歌
が
五

行
に
分
か
ち
書
き
さ
れ
て
い
る
。
揮
毛
者
は
八
二
三
番
歌
と
同
じ
太
宰
府

天
満
宮
権
宮
司
の
御
田
義
清
氏
で
、
裏
面
に
は
「
平
成
元
年
一
月
吉
日　

太
宰
府
天
満
宮　

御
田
義
清
書
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
歴
史
ス
ポ
ー
ツ
公

園
内
に
は
、
こ
の
他
に
も
御
田
義
清
氏
の
揮
毛
に
よ
る
万
葉
歌
碑
が
八
基

（
梅
花
歌
を
含
め
計
十
基
）
設
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
歌
の
作
者
で
あ
る
田
氏
真
上
は
上
国
で
あ
る
筑
前
国
の
目

さ
く
わ
ん

（
従

八
位
下
相
当
官
）
で
、「
諸
陵
寮
解
（
正
院
文
書
）」
の
天
平
十
七
年
十
月

839 番歌の歌碑

〈
銘
文
〉

　

春
の
野
に

　
　
　
　

霧
立
ち
わ
た
り

　
　

降
る
雪
と

　

人
の
見
る
ま
で

　
　

梅
の
花
散
る

　
　
　
　
　

筑
前
目
田
氏
真
上

〈
原
文
〉

　

波は

流る

能の

努の

尓に

　
　
　
　
　

紀き

理り

多た

知ち

和わ

多た

利り

　
　
　

布ふ

流る

由ゆ

岐き

得と

　

比ひ

得と

能の

美み

流る

麻ま

提で

　
　
　

烏う

梅め

能の

波は

奈な

知ち

流る

　
　
　
　
　

筑
前
目
田
氏
真
上
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二
十
日
の
「
申
請
月
料
事
」
に
「
従
六
位
上
行
大
允
田
邊
史
真
上

29

」
の

署
名
が
見
え
る
田
辺
真
上
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

歌
の
結
句
の
「
梅
の
花
散
る
」
は
、
中
国
で
あ
る
大
隈
の
目

さ
く
わ
ん

榎
氏
鉢

麻
呂
の
詠
ん
だ
前
歌
「
梅
の
花
散
り
紛ま

が

ひ
た
る
岡を

か

び辺
に
は
う
ぐ
ひ
す
鳴
く

も
春
か
た
ま
け
て
（
巻
五
、
八
三
八
番
）」
の
「
梅
の
花
散
り
紛
ひ
た
る
」

を
受
け
る
形
で
、
降
る
雪
と
見
紛
う
ま
で
舞
い
散
る
梅
の
花
を
詠
む
。
発

想
と
し
て
は
、
旅
人
が
詠
ん
だ
「
我わ

が
園
に
梅
の
花
散
る
ひ
さ
か
た
の
天あ

め

よ
り
雪
の
流
れ
来
る
か
も
（
巻
五
、八
二
二
番
）」
と
同
様
の
趣
向
で
あ
る
。

上
二
句
の
「
春
の
野
に
霧
立
ち
渡
り
」
は
、
算
師
志
氏
大
道
の
詠
ん
だ

前
々
歌
「
春
の
野
に
鳴
く
や
う
ぐ
ひ
す
な
つ
け
む
と
我わ

が
家へ

の
園
に
梅
が

花
咲
く
（
巻
五
、八
三
七
番
）」
の
初
句
「
春
の
野
に
」
を
意
識
し
て
い
よ
う
。

万
葉
の
時
代
に
お
い
て
は
ま
だ
春
は
霞
、
秋
は
霧
と
い
う
固
定
観
念
は
な

い
が
、「
霧
」
や
「
霧き

る
（
四
段
動
詞
）」「
霧き

ら
す
（「
霧
る
」
の
他
動
詞
形
）」

「
霧き

ら
ふ
（「
霧き

る
」
＋
継
続
の
助
動
詞
「
ふ
」）」
な
ど
、
霧
や
霧
が
立
ち

込
め
る
意
を
表
す
語
と
「
秋
」
と
を
詠
み
合
わ
せ
た
歌
は
集
中
に
十
二
首

確
認
さ
れ
る
の
に
対
し
、｢

春｣

と
詠
み
合
わ
せ
た
歌
は
当
該
歌
を
含
め

四
首
が
見
え
る
に
と
ど
ま
り
、
上
代
に
お
い
て
も
す
で
に
「
秋
」
と
の
取

り
合
わ
せ
に
偏
る
傾
向
は
あ
る
。

…
天す

め
ろ
き皇

の　

神
の
尊

み
こ
と

の　

大
宮
は　

こ
こ
と
聞
け
ど
も　

大
殿
は

　

こ
こ
と
言
へ
ど
も　

春
草
の　

し
げ
く
生お

ひ
た
る　

霞
立
ち　

春は

る

ひ日
の
霧き

れ
る　

も
も
し
き
の　

大お
ほ
み
や宮

所と
こ
ろ

　

見
れ
ば
悲
し
も
（
巻

一
、二
九
番
、
柿
本
人
麻
呂
）

春
山
の
霧
に
迷ま

と

へ
る
う
ぐ
ひ
す
も
我わ

れ

に
ま
さ
り
て
物
思お

も

は
め
や
（
巻

十
、一
八
九
二
番
）

は
「
春
日
」
と
「
霧
る
」、

は
「
春
山
」
と
「
霧
」
と
が
共
起
す

る
例
で
あ
る
。

は
「
近あ

ふ

み江
の
荒
れ
た
る
都
に
過よ

き

る
時
に
、
柿
本
朝
臣
人

麻
呂
の
作
る
歌
」
と
題
詞
の
あ
る
歌
で
、
廃
墟
と
な
っ
た
旧
都
近
江
大
津

宮
や
そ
の
宮
殿
に
春
の
草
が
生
い
繁
り
、
霞
が
立
ち
春
の
日
が
か
す
ん
で

い
る
光
景
を
「
見
れ
ば
悲
し
も
」
と
詠
嘆
し
て
い
る
。

は
「
春
山
の
霧

に
迷
っ
て
い
る
う
ぐ
い
す
」
と
「
思
い
悩
む
自
己
」
を
引
き
比
べ
る
こ
と

で
、
自
己
の
物
思
い
の
深
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
人
の
嘆
き
の
息
に
擬
さ

れ
る
こ
と
の
多
い
「
霧
」
は
、「
春
」
と
の
取
り
合
わ
せ
に
お
い
て
さ
え
も
、

そ
れ
に
類
す
る
心
情
や
感
情
と
重
ね
合
わ
せ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
む
し

ろ
「
霧
」
に
あ
え
て
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
「
春
」
を
取
り
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
煩
慮
・
憂
患
す
る
心
な
ど
を
浮
き
彫
り
に
す
る
効
果
を
狙
っ
て
い
る

か
に
も
見
え
る
。
一
方
「
霧
」
と
「
雪
」
と
を
取
り
合
わ
せ
た
歌
は
集
中

に
当
該
歌
を
含
め
九
首
が
見
え
る
。

う
ち
霧き

ら
し
雪
は
降
り
つ
つ
し
か
す
が
に
我わ

ぎ

家へ

の
園そ

の

に
う
ぐ
ひ
す

鳴
く
も
（
巻
八
、一
四
四
一
番
、
大
伴
家
持
）

た
な
霧ぎ

ら
ひ
雪
も
降
ら
ぬ
か
梅
の
花
咲
か
ぬ
が
代し

ろ

に
そ
へ
て
だ
に

見
む
（
巻
八
、一
六
四
二
番
、
安
倍
奥
道
）

天あ
ま

霧ぎ

ら
し
雪
も
降
ら
ぬ
か
い
ち
し
ろ
く
こ
の
い
つ
柴し

ば

に
降
ら
ま
く

を
見
む
（
巻
八
、一
六
四
三
番
、
若
桜
部
君
足
）

う
ち
な
び
く
春
さ
り
来
れ
ば
し
か
す
が
に
天あ

め

雲く
も

霧き

ら
ひ
雪
は
降
り

つ
つ
（
巻
十
、一
八
三
二
番
）

～

に
見
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
雪
が
降
り
空
が
か
き
曇
る
様
子
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を
「（
う
ち
・
た
な
・
天あ

ま

）
霧
ら
す
」「
天あ

め

雲く
も

霧き

ら
ふ
」
と
表
現
し
て
い
る
。

と
り
わ
け

は
当
該
歌
と
同
様
に
「
霧
」
と
「
雪
」
の
他
「
梅
の
花
」
も

詠
み
合
わ
せ
て
お
り
、
霧
が
立
ち
込
め
雪
が
降
る
光
景
を
せ
め
て
咲
か
な

い
「
梅
の
花
」
の
代
わ
り
と
思
っ
て
眺
め
た
い
と
詠
じ
る
。
霧
に
包
ま
れ

た
降
雪
の
光
景
を
白
梅
の
落
花
の
光
景
に
見
立
て
る
点
で
も
、
当
該
歌
や

旅
人
の
詠
ん
だ
八
二

二
番
歌
と
類
似
の
発

想
を
も
つ
。

下
記
は
平
成
二
十

七
年
に
太
宰
府
メ
モ

リ
ア
ル
パ
ー
ク
圓
通

閣
に
建
て
ら
れ
た
同

歌
の
歌
碑
で
あ
る
。

　

か
つ
て
大
陸
か
ら
の
先
進
文
化
で
彩
ら
れ
、
高
度
な
文
雅
を
形
成
し
た

万
葉
筑
紫
歌
壇
を
生
ん
だ
「
天
下
之
一
都
会
」（『
続
日
本
紀
』
称
徳
天
皇

神
護
景
雲
三
年
十
月
甲
辰
条
）
大
宰
府
に
は
往
時
の
建
造
物
こ
そ
少
な
い

が
、点
在
す
る
史
跡
や
遺
跡
が
古
代
の
繁
栄
を
今
に
伝
え
る
。
こ
の
地
は
、

日
本
の
歴
史
文
化
を
語
る
重
要
な
地
と
し
て
二
〇
一
五
年
に
太
宰
府
市
の

地
域
の
歴
史
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
『
古
代
日
本
の
「
西
の
都
」
～
東
ア
ジ

ア
と
の
交
流
拠
点
～
』
が
日
本
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
歌
碑
で
は
な
い
が
、
本
稿
を
執
筆
中
の
二
〇
一
九
年
十
一
月
四

日
に
「
令
和
」
を
記
念
し
て
、太
宰
府
市
に
よ
り
「
梅
花
の
歌
三
十
二
首
」

の
序
文
を
刻
ん
だ
チ
タ
ン
製
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
政
庁
通
り
に
建
つ
大
宰

府
展
示
館
（
太
宰
府
市
観
世
音
寺
四
丁
目
）
の
玄
関
横
に
設
置
さ
れ
た

30

。

次
頁
上
段
は
太
宰
府
市
内
に
建
つ
梅
花
歌
の
歌
碑
十
一
基
（
七
首
）
の

所
在
地
を
示
し
た
地
図
で
あ
る
。
か
つ
て
旅
人
や
憶
良
が
見
た
霧
立
つ

四
王
子
山
を
眺
め
、
都

府
楼
に
通
っ
た
小
道
を

歩
き
な
が
ら
歌
碑
を
訪

ね
、
古
代
万
葉
の
息
吹

を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

モニュメント

〈
銘
文
〉

春
の
野
に
霧
立
ち
わ
た
り

　

降
る
雪
と
人
の
見
る
ま
で
梅
の
花
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

筑
前
目
田
氏
真
上

〈
原
文
〉

波は

流る

能の

努の

尓に

紀き

理り

多た

知ち

和わ

多た

利り

　
　

布ふ

流る

由ゆ

岐き

得と

比ひ

得と

能の

美み

流る

麻ま

提で

烏う

梅め

能の

波は

奈な

知ち

流る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筑
前
目
田
氏
真
上

839 番歌の歌碑

九　

梅
花
宴
の
万
葉
歌
碑
の
所
在
地
図
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➏ ➓

➑ ➋

➊

３１

３

112

大宰府

政庁跡

太宰府

市役所

太宰府天満宮
坂本

八幡宮

太宰府メモリアルパーク

JR 都府楼南駅

四王寺山

大宰府

展示館

朱雀大路

御笠川

観世音寺

➍ ➒

歌碑番号と歌番号

➊ 巻５、８１５番歌 ➎ 巻５、８２２番歌 ➒巻５、８３０番歌

❷ 巻５、８１８番歌 ❻ 巻５、８２３番歌 ➓巻５、８３９番歌

❸ 巻５、８１８番歌 ❼ 巻５、８２３番歌 ⓫巻５、８３９番歌

➍ 巻５、８２２番歌 ➑ 巻５、８２９番歌

➌ ➎ ❼ ⓫

西

鉄

太

宰

府

駅

西鉄二日市駅

大佐野

通古賀

〈
注
〉

1 

本
稿
で
は
行
政
的
な
表
記
に
従
い
、
古
代
律
令
時
代
の
役
所
や
そ
の
遺

跡
・
官
名
な
ど
は
「
大
宰
府
」、
地
名
や
天
満
宮
な
ど
は
「
太
宰
府
」

と
表
記
す
る
。

2 

蘭
亭
は
中
国
浙
江
省
紹
興
市
南
西
約
十
三
㎞
に
位
置
す
る
蘭ら

ん

渚し
ょ

山ざ
ん

の
麓

に
あ
っ
た
亭ち

ん

。

3 

「
梅
花
歌
卅
二
首
」
の
作
者
は
五
位
以
上
の
来
賓
（
七
名
）
と
、
六
位

以
下
の
陪
席
者
（
二
十
四
名
）
と
を
区
別
し
、
後
者
の
中
で
役
職
を
も

つ
者
に
つ
い
て
は
中
国
風
に
氏
を
一
字
で
記
し
て
い
る
。
参
席
者
の
氏

名
の
表
記
、及
び
（ 

）
内
の
官
名
は
小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬

葉
集
』
を
参
考
に
し
た
。

4 

『
契
沖
全
集 

第
三
巻
』（
久
松
潜
一
校
訂
者
代
表
、
一
九
七
四
年
、
岩

波
書
店
）
六
十
一
頁
。

5 

『
蘭
亭
序
』
は
王
羲
之
が
書
い
た
六
朝
時
代
を
代
表
す
る
散
文
の
一
つ
。

二
十
八
行
、
三
二
四
字
か
ら
成
る
行
書
の
草
稿
の
筆
跡
は
古
今
の
名
筆

と
し
て
名
高
い
。
真
蹟
は
現
存
し
な
い
が
、
唐
代
の
初
め
に
虞
世
南
、

欧
陽
詢
、
褚
遂
良
ら
が
臨
書
し
た
模
本
や
、
搨
書
人
に
よ
る
搨
本
が
伝

わ
り
、
日
本
で
も
古
来
よ
り
親
し
ま
れ
て
き
た
。

6

吉
田
連
宜
は
、
百
済
か
ら
帰
化
し
た
医
術
家
で
、
僧
名
を
恵
俊
と
い
う

が
、
文
武
四
年
（
七
〇
〇
年
）
に
勅
命
に
よ
り
還
俗
し
て
い
る
。
天
平

二
年
当
時
は
六
十
歳
前
後
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

7 

以
下
、
各
作
品
の
本
文
に
つ
い
て
は
次
の
資
料
よ
り
引
用
す
る
。

 
 

『
萬
葉
集
』『
催
馬
楽
』『
古
今
和
歌
集
』（
以
上
、
日
本
古
典
文
学
全

11
11

西鉄都府楼駅

太宰府市
総合体育館

太宰府歴史
スポーツ公園

6 10
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➊

３１

３
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大宰府

政庁跡

太宰府

市役所

太宰府天満宮
坂本

八幡宮

太宰府メモリアルパーク

JR 都府楼南駅

四王寺山

大宰府

展示館

朱雀大路

御笠川

観世音寺

➍ ➒

歌碑番号と歌番号

➊ 巻５、８１５番歌 ➎ 巻５、８２２番歌 ➒巻５、８３０番歌

❷ 巻５、８１８番歌 ❻ 巻５、８２３番歌 ➓巻５、８３９番歌

❸ 巻５、８１８番歌 ❼ 巻５、８２３番歌 11巻５、８３９番歌

➍ 巻５、８２２番歌 ➑ 巻５、８２９番歌

➌ ➎ ❼ 11

西

鉄

太

宰

府

駅

西鉄二日市駅

大佐野

通古賀

 

 
 

 

１ 

本
稿
で
は
行
政
的
な
表
記
に
従
い

古
代
律
令
時
代
の
役
所
や
そ
の

遺
跡
・
官
名
な
ど
は

大
宰
府

地
名
や
天
満
宮
な
ど
は

太
宰
府

と
表
記
す
る

 

２ 

蘭
亭
は
中
国
浙
江
省
紹
興
市
南
西
約
十
三
㎞
に
位
置
す
る
蘭ら

ん

渚
山

し

ざ

ん

の

麓
に
あ

た
亭ち

ん

 

３

梅
花
歌
卅
二
首

の
作
者
は
五
位
以
上
の
来
賓

七
名

と

六
位

以
下
の
陪
席
者

二
十
四
名

と
を
区
別
し

後
者
の
中
で
役
職
を
も

つ
者
に
つ
い
て
は
中
国
風
に
氏
を
一
字
で
記
し
て
い
る

参
席
者
の
氏

名
の
表
記

及
び

 

内
の
官
名
は
小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集

萬

葉
集

を
参
考
に
し
た

 

４ 

契
沖
全
集 

第
三
巻

久
松
潜
一
校
訂
者
代
表

一
九
七
四
年

岩

波
書
店

六
一
頁

 

５ 

蘭
亭
序

は
王
羲
之
が
書
い
た
六
朝
時
代
を
代
表
す
る
散
文
の
一
つ

二
十

八
行

三

二
四

字

か
ら

成
る

行
書

の
草

稿

の
筆

跡
は

古
今

の
名

筆
と

し
て

名
高

い

真

蹟
は

現
存

し
な

い
が

唐
代

の
初

め
に

虞
世

南

欧
陽

詢

褚
遂

良

ら
が

臨
書

し
た

模
本

や

搨

書
人

に
よ

る
搨

本
が
伝
わ
り

日
本
で
も
古
来
よ
り
親
し
ま
れ
て
き
た

 

６ 

吉
田
連
宜
は

百
済
か
ら
帰
化
し
た
医
術
家
で

僧
名
を
恵
俊
と
い

う
が

文
武
四
年

七
〇
〇
年

に
勅
命
に
よ
り
還
俗
し
て
い
る

天

平
二
年
当
時
は
六
十
歳
前
後
で
あ

た
と
推
定
さ
れ
る

 
７ 
以
下

各
作
品
の
本
文
に
つ
い
て
は
次
の
資
料
よ
り
引
用
す
る

 
萬
葉
集

催
馬
楽

古
今
和
歌
集

以
上

日
本
古
典
文
学
全

太
宰
府
歴
史

ス
ポ
ー
ツ
公
園

太
宰
府
市

総
合
体
育
館

西
鉄
都
府
楼
駅
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集
）、『
日
本
書
紀
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）、『
続
日
本
紀
』（
新

日
本
古
典
文
学
大
系
）、『
琴
歌
譜
』（『
校
註
国
歌
大
系 

第
一
巻
』

一
九
七
六
年
、
講
談
社
）、『
懐
風
藻
』（『
懐
風
藻
全
注
釈
』
辰
巳
正
明
、

二
〇
一
二
年
、
笠
間
書
院
）、『
芸
文
類
聚
』（〔
唐
〕
歐
陽
詢
撰
、
汪
紹

楹
校
、
一
九
六
五
年
、
中
華
書
房
局
）。
た
だ
し
、
引
用
に
際
し
て
は

私
に
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

8 

こ
の
他
、
太
宰
府
市
立
国
分
小
学
校
（
太
宰
府
市
国
分
二
丁
目
）
に

も
、
一
基
の
歌
碑
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
平
成
六
年
三
月
に
第
十
二

回
卒
業
生
一
同
の
寄
贈
に
よ
っ
て
同
校
に
設
置
さ
れ
た
学
内
者
向
け

の
歌
碑
で
あ
る
た
め
、
今
回
の
調
査
対
象
か
ら
は
除
外
し
た
。
か
り
に

こ
の
歌
碑
を
含
め
る
な
ら
ば
、
太
宰
府
市
内
の
万
葉
歌
碑
は
四
十
五
基

（
二
十
八
首
）、
梅
花
歌
の
歌
碑
は
十
二
基
（
七
首
）
存
在
す
る
こ
と
と

な
る
。

9 

原
文
、
及
び
読
み
下
し
文
は
西
本
願
寺
本
を
底
本
に
校
訂
を
加
え
た
小

学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集
』
を
用
い
る
が
、
引
用
に
際
し
て

は
私
に
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

10 

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
巻
二
、四
〇
三
頁
の
注
。

11 

『
財
団
法
人
古
都
大
宰
府
を
守
る
会
設
立
二
十
周
年
記
念 

古
都
大
宰

府
―
保
存
へ
の
道
―
』（
一
九
九
四
年
、（
財
）
古
都
大
宰
府
保
存
協
会
・

旧
（
財
）
古
都
大
宰
府
を
守
る
会
・
西
日
本
新
聞
社
編
）
一
一
六
頁
、

及
び
、
古
都
大
宰
府
保
存
協
会
の
田
中
健
一
氏
の
説
明
を
踏
ま
え
た
。

12 

『
昭
和
文
化
史
』（
一
九
八
二
年
、
全
地
方
人
事
調
査
会
）、『
福
岡
県

庁
を
飾
る
「
書
」
作
品
集
』（
福
岡
文
化
連
盟
、一
九
八
二
年
、梓
書
院
）

に
拠
る
。

13

『
萬
葉
集
電
子
総
索
引
（C

D
-R
O
M

版
）』（
古
典
索
引
刊
行
会
編
、

二
〇
〇
一
年
、
塙
書
房
）
に
拠
る
。

14

こ
の
他
同
歌
の
歌
碑
は
太
宰
府
市
立
国
分
小
学
校
に
も
存
在
す
る
。
詳

細
は
注
８
参
照
。

15 

『
昭
和
文
化
史
』（
一
九
八
二
年
、
全
地
方
人
事
調
査
会
）
二
八
二
頁
。

16 

注
15
に
同
じ
。

17

以
下
、
裏
面
の
刻
字
の
改
行
箇
所
は
、
ス
ペ
ー
ス
を
も
っ
て
示
す
こ
と

と
す
る
。

18 

『
太
宰
府
天
満
宮 

神
苑
石い

し

碑ぶ
み

巡
り
』（
二
〇
〇
一
年
、
太
宰
府
天
満
宮

文
化
研
究
所
編
、
太
宰
府
顕
彰
会
）
七
十
七
頁
。

19

紅
梅
が
日
本
の
文
献
に
明
記
さ
れ
る
の
は
平
安
時
代
以
降
の
こ
と
で
あ

る
。

20 

「
万
葉
集
に
お
け
る
梅
の
歌
考
」『
熊
本
女
子
大
学
国
文
研
究
』
第

二
十
六
号
（
重
留
妙
子
、
一
九
八
〇
年
、
熊
本
女
子
大
学
国
文
談
話

会
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
梅
」
と
と
も
に
詠
み
合
わ
さ
れ
た
素
材
は
、

「
雪
」
が
三
十
一
首
と
最
も
多
く
、「
鶯
」
十
三
首
、「
柳
」
十
二
首
、「
山
」

七
首
、「
風
」
六
首
、「
月
」
五
首
と
続
く
。

21 

「
博
多
仁
和
加
」
は
福
岡
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ

た
長
い
歴
史
と
伝
統
を
も
つ
民
族
芸
能
で
、「
に
わ
か
面
」
と
言
わ
れ

る
半
面
を
着
け
、
日
常
生
活
や
世
相
を
反
映
し
た
題
材
な
ど
に
つ
い
て

博
多
弁
を
用
い
て
会
話
し
、
そ
の
最
後
に
面
白
い
落
ち
を
つ
け
て
話
を

ま
と
め
る
風
刺
と
ユ
ー
モ
ア
に
包
ま
れ
た
即
興
笑
劇
で
あ
る
。
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22

太
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

23  

七
九
九
番
歌
の
歌
碑
は
、
国
分
天
満
宮
（
太
宰
府
市
国
分
四
丁
目
）
境

内
と
太
宰
府
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
に
建
つ
。

24  

小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集
（
一
）』
の
付
録
「
地
名
一
覧
」

四
五
三
頁
。

25  

内
訳
は
「
桜
花
」
二
十
首
、「
桜
の
花
」
十
三
首
、「
桜
」
四
首
、「
山や

ま

桜さ
く
ら

花ば
な

」
二
首
、「
山
桜
戸
」
一
首
で
あ
る
。

26    

「
古
賀
狂
輔
氏
略
歴
」『
と
び
う
め
』
第
三
十
六
号
（
一
九
七
八
年
三

月
二
十
五
日
、
太
宰
府
天
満
宮
社
務
所
）
十
八
頁
。

27  

庵
の
あ
っ
た
場
所
は
文
献
資
料
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
太
宰

府
文
化
研
究
所
で
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
聞
き
取
り

で
は
、
文
書
館
左
の
如
水
の
井
戸
側
に
住
ん
で
い
た
と
記
憶
し
て
い
る

人
も
一
名
あ
っ
た
。

28  

筆
者
が
本
稿
を
執
筆
中
の
期
間
は
、「
梅
園
」
の
店
舗
が
修
繕
工
事
中

で
看
板
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、許
可
を
い
た
だ
き
、

店
舗
所
有
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

29    

『
大
日
本
古
文
書 

編
年
之
二
』（
一
九
〇
一
年
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
編
、
東
京
大
学
出
版
会
）
四
七
一
頁
。

30  

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、『
新
元
号
「
令
和
」
記
念
「
時
の
旅
人
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
～
時
空
を
超
え
て
１
３
０
０
年
』
の
一
環
と
し
て
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
よ
る
仕
組
み
を
使
っ
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

よ
り
寄
付
者
を
募
り
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
裏
面
に
は
寄
付
者
の
氏
名

が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。

【
謝 

辞
】

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
公
益
財
団
法
人
古
都
大
宰
府
保
存
協
会
学
芸
員

の
田
中
健
一
氏
と
同
協
会
ス
タ
ッ
フ
、
太
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
学
芸

員
の
清
水
蓉
子
氏
と
同
研
究
所
ス
タ
ッ
フ
に
資
料
の
ご
提
供
、
な
ら
び
に

確
認
作
業
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
梅
園
」の
方
々
に
は
、

写
真
撮
影
や
聞
き
取
り
調
査
に
快
く
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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